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も く じも く じ夏
天
（
長
野
県
上
高
地
）

上高地は穂高連峰、焼岳、六百山、長
塀山などの高山に囲まれた盆地であ
り、その景観と学術上の価値から特別
名勝及び特別天然記念物に指定されて
いる。この季節、岳沢湿原から六百山
を眺望すると、新緑、枯木と湧水が織
りなす幻想的な佇まいを堪能できる。

　

国
土
地
理
院
の
地
図
に
３
０
０
万
分
の
１
「
日
本
と

そ
の
周
辺
」
が
あ
る
。
見
開
き
の
新
聞
紙
を
一
回
り
大

き
く
し
た
縦
長
の
サ
イ
ズ
で
、
右
上
の
北
方
４
島
か
ら

左
下
の
与
那
国
島
ま
で
が
、
紙
面
の
対
角
線
上
に
す
っ

ぽ
り
と
納
ま
っ
て
い
る
。
よ
く
あ
る
市
販
の
日
本
全
図

で
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
を
少
し
で
も
詳
細
に
見

せ
る
た
め
、
奄
美
か
ら
琉
球
弧
に
至
る
南
西
諸
島
が
切

り
取
ら
れ
、
紙
面
の
片
隅
に
押
し
や
ら
れ
て
列
島
全
体

を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
地
図
で
、
北
方
４
島
か
ら
八
重
山
列
島
の
端
ま

で
、
物
差
し
で
測
る
と
１
メ
ー
ト
ル
を
少
し
超
え
る
。

３
０
０
万
分
の
１
な
の
で
、
そ
の
距
離
は
３
千
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。
正
確
に
は
最
北

端
の
択
捉
島
か
ら
最
西
端
の
与
那
国
島
ま
で
は
３
、

２
４
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ら
し
い
（「
日
本
全
図
」
昭
文

社
２
０
１
４
年
）。

　

ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
い
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
格
付
け

ガ
イ
ド
で
有
名
だ
が
、
も
と
も
と
は
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

な
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
イ
ブ
用
の
地
図
を
発
行
し

て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
同
じ
３
０
０
万
分
の
１
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全
図
が
あ
る
。
広
げ
る
と
新
聞
見
開
き
２
枚
分

を
越
え
る
。

　
「
日
本
と
そ
の
周
辺
」
で
測
っ
た
１
メ
ー
ト
ル
の
物

差
し
を
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
図
に
当
て
は
め
て
み

る
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
西
端

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
に
一
端
を
置
く
と
１

メ
ー
ト
ル
先
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
首
都
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
を
越
え
る
。
調
べ
て
み
る
と
リ
ス
ボ
ン
～
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
の
飛
行
距
離
は
２
、９
７
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。
こ
れ
を
飛
ぶ
飛
行
機
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ

イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
８
ヵ
国
の
上
空
を
通

過
す
る
。

　

毎
年
新
し
い
講
義
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
、
黒
板
に

こ
の
二
つ
の
地
図
を
張
り
出
し
、
日
本
列
島
の
３
、

０
０
０
キ
ロ
が
い
か
に
大
き
な
空
間
で
あ
る
か
を
説
い

て
き
た
。
九
州
か
ら
南
に
連
な
る
南
西
諸
島
は
小
さ
い

島と
う

嶼し
ょ

群
で
、
と
る
に
足
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
こ
に
は
13
市
46
町
村
が
存
在
し
、
海
洋
環

境
の
把
握
、
領
海
管
理
と
い
う
点
で
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

　

狭
い
日
本
、
小
さ
な
国
土
と
い
っ
た
日
本
の
国
土
に

対
す
る
先
入
観
を
排
し
、
集
落
ご
と
に
長
い
歴
史
を
有

す
る
日
本
の
国
土
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
８
ヵ
国
に
も
匹

敵
す
る
ほ
ど
の
多
様
な
歴
史
、
文
化
が
凝
縮
し
て
い

る
。
そ
れ
を
将
来
に
向
け
て
、
十
分
に
活
か
す
こ
と
こ

そ
が
本
来
の
地
方
創
生
に
繋
が
る
。

「
内
閣
総
理
大
臣
と
市
町
村
長
と
の
懇
談
会
」
が
開
催

－

藤
原
会
長
は
じ
め
本
会
役
員
が
出
席

－

……
…
…
…
⑵

地
理
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保
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制
度
に
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て
…
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農
林
水
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新
事
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災
害
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事
業
の
概
要
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⑼
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地
図
「
日
本
と
そ
の
周
辺
」

法
政
大
学
名
誉
教
授　

岡 

﨑　

昌 

之

ま
さ

ゆ
き

お
か

ざ
き
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活 動

　
「
内
閣
総
理
大
臣
と
市
町
村
長
と
の
懇
談
会
」
が
7
月
8
日
、
首

相
官
邸
で
開
催
さ
れ
、藤
原
会
長
（
長
野
県
町
村
会
長
・
川
上
村
長
）

及
び
副
会
長
11
名
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
安
倍
総
理
大
臣
、
菅
内
閣
官
房
長
官
、
高
市
総
務
大

臣
、
石
破
地
方
創
生
担
当
大
臣
等
が
出
席
。
本
会
か
ら
は
、
藤
原
会

長
、
古
口
会
長
代
行
副
会
長
（
栃
木
県
町
村
会
長
・
茂
木
町
長
）、

谷
口
会
長
代
行
副
会
長
（
三
重
県
町
村
会
長
・
大
紀
町
長
）、 

白
石

会
長
代
行
副
会
長
（
愛
媛
県
町
村
会
長
・
松
前
町
長
）、
棚
野
副
会

長
（
北
海
道
町
村
会
長
・
白
糠
町
長
）、
加
藤
副
会
長
（
福
島
県
町

村
会
長
・
新
地
町
長
）、 

岩
田
副
会
長
（
千
葉
県
町
村
会
長
・
東
庄

町
長
）、
杉
本
副
会
長
（
石
川
県
町
長
会
長
・
中
能
登
町
長
）、
小
出

副
会
長
（
和
歌
山
県
町
村
会
長
・
上
富
田
町
長
）、
河
島
副
会
長
（
岡

山
県
町
村
会
長
・
久
米
南
町
長
）、
一
瀬
副
会
長
（
長
崎
県
町
村
会

長
・
波
佐
見
町
長
）、荒
木
副
会
長
（
熊
本
県
町
村
会
長
・
嘉
島
町
長
）

が
出
席
し
た
。
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「内閣総理大臣と市町村長との懇談会」が開催
－藤原会長はじめ本会役員が出席－
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活 動
　

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
安
倍
総
理
大

臣
か
ら
、「
今
年
は
『
地
方
創
生
元
年
』

で
あ
り
、
地
方
創
生
を
深
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
全
国
津
々
浦
々
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

効
果
を
波
及
さ
せ
、
国
民
一
人
一
人
が
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
先
月
末
、『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
基
本
方
針
２
０
１
５
』
を
策
定
し
、

意
欲
あ
る
地
方
の
創
意
工
夫
を
全
力
で
応

援
す
る
た
め
、
来
年
度
『
新
型
交
付
金
』

を
創
設
す
る
等
の
支
援
策
を
決
定
、
今
年

度
中
に
地
方
自
治
体
が
策
定
す
る
『
地
方

版
総
合
戦
略
』
の
実
施
を
強
力
に
支
援
し

て
い
く
。
地
方
の
声
に
徹
底
し
て
耳
を
傾

け
る
の
が
安
倍
内
閣
の
基
本
姿
勢
で
あ

り
、
昨
年
度
、
長
年
の
大
懸
案
で
あ
っ
た

農
地
転
用
許
可
権
限
の
地
方
自
治
体
へ
の

移
譲
を
始
め
、
様
々
な
現
場
の
課
題
解
決

を
実
現
し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
強
力

か
つ
着
実
に
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、
森
全
国
市
長
会
会
長
の
挨
拶
の

後
、
藤
原
会
長
か
ら
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
り
日
本
経
済
全
体
は
着
実
に
上
向
い
て

い
る
も
の
の
、
地
域
経
済
が
活
力
を
取
り

戻
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
の

中
、
6
月
末
に
政
府
に
お
い
て
決
定
さ
れ

た
改
訂『
日
本
再
興
戦
略
』に
お
い
て「
地

方
の
活
性
化
な
く
し
て
、
国
全
体
の
成
長

は
な
く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
も
な

い
。」
と
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
を
推
し
進
め
る
と
さ
れ
た
こ
と
は
非

常
に
力
強
い
。
私
ど
も
も
、
今
後
と
も
地

方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
農
山
漁

村
の
価
値
や
魅
力
を
高
め
、
子
ど
も
を
産

み
育
て
る
環
境
を
整
え
、
都
市
と
共
生
し

て
い
く
な
ど
、
引
き
続
き
各
般
の
事
業
を

展
開
し
て
い
く
の
で
、
政
府
に
お
い
て
も

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
村
の
財
政
基
盤
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、自
由
度
の
高
い『
新

型
交
付
金
』
な
ど
の
創
設
に
よ
り
ご
支
援

願
い
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
談
に
移
り
、
白
石
副
会
長

が
、「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
場
産
業

の
支
援
に
つ
い
て
、
学
校
給
食
に
地
域
の

資
源
を
活
用
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を
は

か
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
全
国
展
開
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
発
言
。
引
き
続

き
、
加
藤
副
会
長
が
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
つ
い
て
、「
①
平
成
28
年
度

以
降
も
、
被
災
町
村
が
復
旧
・
復
興
の
加

速
化
に
向
け
て
必
要
な
事
業
を
遅
滞
な
く

着
実
か
つ
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
復

興
財
源
の
確
実
な
確
保
を
行
う
こ
と
、
②

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
汚
染
水
問
題

を
含
む
廃
炉
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
国
が
前
面
に
立
ち
安
全
か
つ
着
実
に

取
り
組
む
こ
と
、
③
除
染
に
つ
い
て
国
の

責
任
の
下
、
迅
速
か
つ
確
実
に
実
施
す
る

こ
と
、
④
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
国
が

地
権
者
へ
説
明
を
行
い
、
早
急
に
整
備
す

る
こ
と
」
を
要
請
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
安
倍
総
理
大
臣
か
ら
、

学
校
給
食
に
つ
い
て
、「
政
府
と
し
て
地

場
産
物
を
安
定
的
に
生
産
、
供
給
す
る
た

め
の
協
議
会
の
開
催
、
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

の
開
発
、
調
理
講
習
会
の
開
催
等
、
各
市

町
村
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
施
策
を
通

じ
て
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
業
の

利
用
、
そ
し
て
子
ど
も
達
が
地
域
へ
の
理

解
と
愛
着
を
も
て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
被
災
地
の
復
興
に
つ
い
て
、「
①

平
成
28
年
度
以
降
の
5
年
間
の
復
興
支
援

の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
事
業
規
模
を

6
・
5
兆
円
と
見
込
ん
で
お
り
、
被
災
自

治
体
が
安
心
し
て
復
興
に
取
り
組
め
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
、
②
福
島
第
一
原
発
の

廃
炉
、
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
先
日

改
訂
し
た
『
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
に

基
づ
い
て
、
国
と
自
治
体
で
引
き
続
き
協

力
し
て
い
く
、
③
福
島
県
内
の
避
難
地
域

の
除
染
に
つ
い
て
は
、
国
直
轄
分
及
び
市

町
村
分
と
も
、
計
画
に
基
づ
き
平
成
28
年

度
ま
で
に
は
除
染
が
完
了
す
る
よ
う
加
速

化
を
図
る
、
④
福
島
県
内
に
仮
置
き
さ
れ

て
い
る
除
去
土
壌
等
の
中
間
貯
蔵
施
設
へ

の
搬
入
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
の
理
解
を

得
る
べ
く
、
現
在
、
戸
別
訪
問
に
よ
る
説

明
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
の

返
答
が
あ
っ
た
。

▲会議冒頭に挨拶を行う藤原会長（右）
中央は白石副会長、左は加藤副会長

▲発言を受けて返答する安倍総理大臣
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政 策

は
じ
め
に

平
成
27
年
６
月
、「
特
定
農
林
水
産
物

等
の
名
称
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
地

理
的
表
示
法
）
が
施
行
さ
れ
、
地
域
で
育

ま
れ
た
伝
統
と
特
性
を
有
す
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
産
品
の
名
称
を
地
域
共
有
の
知
的
財

産
と
し
て
保
護
す
る
新
た
な
制
度
で
あ

る
、
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
以
下
Ｇ
Ｉ

制
度
）
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

Ｇ
Ｉ
制
度
導
入
の
背
景

我
が
国
の
農
林
水
産
業
・
農
山
漁
村
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、こ
れ
を
克
服
し
、本
来
の
活
力
を
取

り
戻
す
た
め
に
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」

を
展
開
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。農
山
漁
村
地
域
に
は
、長

年
培
わ
れ
た
特
別
の
生
産
方
法
な
ど
に

よ
り
、高
い
品
質
と
評
価
を
獲
得
す
る
に

至
っ
た
産
品
が
多
く
存
在
す
る
が
、こ
れ

ま
で
そ
の
価
値
を
有
す
る
産
品
の
品
質

を
評
価
し
、地
域
共
有
の
知
的
財
産
と
し

て
保
護
す
る
制
度
は
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林

水
産
省
が
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
遂
に
昨

年
６
月
に
地
理
的
表
示
法
が
成
立
し
、
我

が
国
の
農
林
水
産
物
・
食
品
に
係
る
Ｇ
Ｉ

制
度
が
創
設
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

Ｇ
Ｉ
制
度
の
大
枠

Ｇ
Ｉ
制
度
は
、
登
録
さ
れ
た
産
品
の
品

質
に
国
が
お
墨
付
き
を
与
え
、
当
該
産
品

の
品
質
管
理
の
チ
ェ
ッ
ク
や
、
不
正
の
取

締
り
を
行
う
こ
と
で
、
当
該
産
品
の
品
質

や
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
維
持
向
上
を
図
る
と

い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。

よ
り
具
体
的
に
は
、
次
の
４
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①�

産
品
の
名
称
で
あ
る
地
理
的
表
示
を
当

該
産
品
の
生
産
地
や
品
質
等
の
基
準
と

と
も
に
登
録
す
る
こ
と
で
、
産
品
の
品

質
に
つ
い
て
国
が
お
墨
付
き
を
与
え
る
。

②�

基
準
を
満
た
す
も
の
に「
地
理
的
表
示
」

の
使
用
を
認
め
、登
録
標
章（
Ｇ
Ｉ
マ
ー

ク
・
図
１
参
照
）を
付
す
。
そ
の
結
果
、

当
該
基
準
を
守
る
産
品
の
み
が
市
場
に

流
通
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、

Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
に
よ
り
他
の
産
品
と
の
差

別
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

③�

不
正
な
地
理
的
表
示
の
使
用
は
行
政
が

取
り
締
ま
る
。そ
の
結
果
、訴
訟
等
の
費

用
の
負
担
な
く
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を

守
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

④�

生
産
者
は
登
録
さ
れ
た

団
体
へ
の
加
入
等
に
よ
り

「
地
理
的
表
示
」
を
使
用

可
能
と
な
る
。
す
な
わ

ち
、
登
録
さ
れ
た
産
品
の

地
理
的
表
示
は
、
地
域
共

有
の
財
産
と
し
て
地
域

の
生
産
者
全
体
で
使
用

可
能
と
な
る
。

Ｇ
Ｉ
の
登
録
手
続

ま
ず
、
Ｇ
Ｉ
の
登
録
申
請
を
行
い
得
る

の
は
、
生
産
業
者
個
々
人
で
は
な
く
、
一

定
の
要
件（
生
産
業
者
を
構
成
員
と
す
る
、

加
入
の
自
由
が
あ
る
等
）
を
満
た
す
生
産

者
団
体
で
あ
る
。
ま
た
、
登
録
し
得
る
産

品
は
、
全
て
の
食
用
に
供
さ
れ
る
農
林
水

産
物
、
飲
食
料
品
の
ほ
か
、
政
令
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
一
定
の
非
食
用
の
産
品
（
観

賞
用
の
植
物
、
畳
表
等
）
で
あ
る
が
、
酒

類
、
医
薬
品
、
化
粧
品
等
に
該
当
す
る
も

の
は
対
象
外
で
あ
る
。

登
録
申
請
後
は
、
形
式
的
な
事
項
に
係

る
審
査
を
経
て
、
申
請
内
容
に
係
る
公
示

が
農
林
水
産
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
行
わ

れ
、
当
該
公
示
の
開
始
か
ら
３
か
月
以
内

で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

当
該
意
見
書
提
出
期
間
の
終
了
後
は
、

学
識
経
験
者
の
意
見
聴
取
を
経
て
、
登
録

の
可
否
に
係
る
最
終
的
な
判
断
が
下
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
登
録
の
決
定

が
さ
れ
た
場
合
に
は
、
申
請
内
容
の
公
示

の
際
と
同
様
に
、
農
林
水
産
省
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
お
い
て
登
録
産
品
の
情
報
が
公
示

さ
れ
る
。

Ｇ
Ｉ
制
度
の
目
指
す
も
の
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■図 １　GIマーク
大きな日輪を背負った富士山と
水面をモチーフに、日本国旗の
日輪の色である赤や伝統・格式
の感じられる金色を使用して日
本らしさを表現している。
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新
事
業
創
出
課 

―

政
策
解
説
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政 策

Ｇ
Ｉ
制
度
導
入
・
活
用
に
伴
う
メ
リ
ッ

ト
と
、
そ
れ
に
よ
り
中
・
長
期
的
に
我
が

国
の
中
で
発
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
効
果

と
し
て
は
、
次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
挙

げ
ら
れ
る
（
図
２
参
照
）。

①�

Ｇ
Ｉ
制
度
に
基
づ
き
、
地
域
の
産
品
の

地
理
的
表
示
が
登
録
さ
れ
る
こ
と
で
、

当
該
産
品
の
品
質
の
保
証
に
よ
る
、
類

似
産
品
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
、
産
品

の
価
格
向
上
が
期
待
で
き
る
（
先
ん
じ

て
Ｇ
Ｉ
制
度
を
導
入
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
農
林
水
産
物
・
食
品

の
地
理
的
表
示
の
付
加
価
値
は
通
常
品

よ
り
約
1
・
55
倍
高
い
と
さ
れ
る
。）。

こ
の
結
果
、
将
来
的
に
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
保
護
・
活
用
に
よ
る
農
山
漁
村
・
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

②�

Ｇ
Ｉ
制
度
に
基
づ
き
、
不
正
使
用
を
国

が
取
り
締
ま
る
こ
と
で
、
訴
訟
の
負
担

が
な
い
ブ
ラ
ン
ド
の
保
護
が
可
能
に
な

る
。商
標
制
度
の
よ
う
に
、権
利
者
自
ら

が
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
毀
損
す
る
恐
れ
の

あ
る
不
正
使
用
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
と
は
異
な
り
、
Ｇ
Ｉ
制
度

で
は
、
地
理
的
表
示
を
地
域
共
通
の
財

産
と
し
て
国
が
保
護
し
て
い
く
た
め
、

ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
生
産
者
の
負
担
が
相

当
程
度
減
る
こ
と
と
な
る
。こ
の
結
果
、

地
域
の
伝
統
的
な
産
品
に
係
る
ブ
ラ
ン

ド
価
値
の
保
護
が
適
切
に
図
ら
れ
、
ひ

い
て
は
伝
統
的
な
食
文
化
の
継
承
に
も

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③�

地
理
的
表
示
が
登
録
さ
れ
る
と
、
生
産

地
や
生
産
方
法
等
に
係
る
基
準
を
守
る

産
品
に
し
か
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
上
に
、消
費
者
も
、名
称

と
共
に
付
さ
れ
た
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
に
よ
っ

て
登
録
産
品
と
そ
う
で
な
い
産
品
と
を

容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
消
費
者
の
利
益

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

④�

Ｇ
Ｉ
制
度
に
基
づ
き
登
録
さ
れ
た
産
品

に
は
、
地
理
的
表
示
の
他
に
Ｇ
Ｉ
マ
ー

ク
を
付
す
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
マ
ー

ク
が
目
印
と
な
り
、
当
該
産
品
が
輸
出

先
国
に
お
い
て
も
我
が
国
の
真
正
な
特

産
品
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
同
種

他
産
品
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
来
的
に
農

林
水
産
物
の
輸
出
促
進
に
つ
な
が
り
得

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

申
請
を
検
討
す
る
場
合
の
サ
ポ
ー
ト

体
制

農
林
水
産
省
で
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
の
普
及

啓
発
に
係
る
情
報
提
供
や
、
登
録
申
請
に

係
る
産
地
か
ら
の
相
談
を
一
元
的
に
受
け

付
け
る
支
援
窓
口
と
し
て
、「
地
理
的
表

示
保
護
制
度
活
用
支
援
中
央
窓
口
」

（
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
）
を
平
成
27
年

５
月
か
ら（
一
社
）
食
品
需
給
研
究
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
い
る
。

こ
の
「
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
で
は
、

９
ヶ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
支
援
窓
口（
北
海
道
、

東
北
、
関
東
、
北
陸
、
東
海
、
近
畿
、
中

国
四
国
、
九
州
、
沖
縄
）
を
整
備
し
て
お

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
地
域
産
品
の
特
許
、

商
標
、
意
匠
や
生
産
行
程
管
理
の
知
識
、

地
域
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
等
の
実

績
を
有
す
る
専
門
家
）を
配
置
し
て
い
る
。

■図２　制度導入のメリット
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政 策

ま
た
、
今
後
、
全
国
47
都
道
府
県
で
、

登
録
申
請
手
続
の
手
順
紹
介
や
専
門
家
に

よ
る
個
別
相
談
を
内
容
と
す
る
説
明
会
を

開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
を
Ｇ
Ｉ
制
度
を
用
い
た
農
林
水

産
物
・
食
品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
役
立

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
電
話
番
号
で
の
お
問
合
せ
先

0
12

0

－

954



－

2
0
6

受
付
時
間
：
平
日
10
時
00
分
～
17
時
00
分

※
平
日
の
12
時
00
分
～
13
時
00
分

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

夏
期
（
８
月
12
日
～
８
月
17
日
）

年
末
年
始
の
休
業
期
間
を
除
く

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お
問
合
せ
先

http://w
w
w
.fm
ric.or.jp/gidesk/

参
考
資
料

Ｇ
Ｉ
制
度
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
知

り
た
い
と
い
う
場
合
は
、
①
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
、
各
種
資
料
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
「
地
理
的
表
示
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｉ
制
度
を
活
用
し

た
産
地
戦
略
の
策
定
を
支
援
す
る
方
々
の

た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
あ
る
（
②
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。
地
域

で
制
度
の
活
用
を
考
え
る
際
に
是
非
御
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
①
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
今

後
、
登
録
申
請
の
公
示
や
、
登
録
さ
れ
た

産
品
の
公
示
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
く
所
存
で
あ
り
、
個
別
産
品
の
登
録

申
請
状
況
等
に
御
関
心
が
あ
る
場
合
は
、

適
宜
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
で
は
、
新
規
の
申

請
内
容
、
登
録
内
容
や
、
今
後
開
催
さ
れ

る
説
明
会
の
情
報
等
を
配
信
す
る
「
地
理

的
表
示
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
を
開
設
し
て

い
る
。
配
信
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
③

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
て
登
録
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ

御
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

①�
地
理
的
表
示
に
関
す
る
農
林
水
産
省

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

�h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/j/

shokusan/gi_act/index.htm
l

②
地
理
的
表
示
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

�h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/j/

sh
o
k
u
sa
n
/g
i_a
ct/p

ro
cess/

pdf/doc14.pdf

③�

地
理
的
表
示
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
用

Ｕ
Ｒ
Ｌ

�h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g
o
.jp
/j/p

r/
e-m
ag/index.htm

l

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
こ
ち
ら

�h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/j/

sh
o
k
u
sa
n
/g
i_a
ct/m

a
ilm
a
g
/

index.htm
l
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町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％42

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

　●集団扱年一括払いによる割引で更に ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る
建
物

等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を

相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
よ
り
地

方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
実
施
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府
県
町

村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の
加
入
推
進
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
六
一
億
六
、
七

六
四
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
、
一
一
三

億
四
、
三
八
九
万
余
円
で
、
共
済
金
四
六
億
三
、
三

〇
〇
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用
は
、
八
五
億
四
、
二

二
四
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準
備
金
の
繰
入
等

を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
一

四
億
三
、
八
七
五
万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

受
託
件
数
は
三
八
一
、
四
一
七
件
で
、
前
年
度
比

五
、
六
二
八
件
（
同
一
・
五
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比
四
、
一
一
七
億
余

円
増
の
三
一
兆
五
、
一
二
七
億
余
円
と
な
っ
た
。
収

入
分
担
金
は
六
一
億
六
、
七
六
四
万
余
円
で
、
前
年

度
実
績
六
〇
億
七
、
三
一
五
万
余
円
に
比
し
九
、
四

四
八
万
余
円
（
同
一
・
六
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
２
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

罹
災
件
数
は
五
、
二
八
二
件
で
、
前
年
度
よ
り
三

一
九
件
（
同
六
・
四
％
）
の
増
と
な
り
、
支
払
共
済

金
は
前
年
度
よ
り
三
億
九
、二
八
一
万
余
円
（
同
九
・

三
％
）
増
の
四
六
億
三
、三
〇
〇
万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
六
一
億
六
、
七
六
四
万
余
円

に
対
す
る
損
害
率
は
七
五
・
一
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
３
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

罹
災
件
数
は
学
校
関
係
施
設
が
最
も
多
く
、
支
払

共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は
そ
の
他

の
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
の
う
え
、
二
七
億
二
、
二
〇
三
万
余
円
を
本
年

度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス
ク
に

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
　
成

二
十
六
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
六
月
十
七
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件

災
害
共
済
規
約
第
十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載

す
る
』
と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成26年度 平成25年度 比較増減 増減率

件　　　数 381,417件 375,789件 5,628件 1.5％

共済責任額 31,512,789,277千円 31,100,992,564千円 411,796,713千円 1.3％

収入分担金 6,167,640,230円 6,073,158,477円 94,481,753円 1.6％

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成26年度 平成25年度 比較増減 増減率

件　　　数 5,282件 4,963件 319件 6.4％

支払共済金 4,633,005,181円 4,240,190,528円 392,814,653円 9.3％

損　害　率 75.1％ 69.8％ 5.3％ ─

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 1,091件（� 20.7％） 603,423,920円（� 13.0％） 9.8％（� 44.5％）

役 場 関 係 施 設 424　（� 8.0　） 190,816,095　（� 4.1　） 3.1　（� 46.8　）

医 療 関 係 施 設 67　（� 1.3　） 49,990,214　（� 1.1　） 0.8　（� 22.7　）

住 宅 施 設 355　（� 6.7　） 176,553,650　（� 3.8　） 2.8　（� 36.7　）

社会教育･文化施設 568　（� 10.8　） 209,804,465　（� 4.5　） 3.4　（� 22.9　）

福 祉 関 係 施 設 403　（� 7.6　） 299,445,849　（� 6.5　） 4.9　（� 54.0　）

体育･レクリエーション施設 702　（� 13.3　） 678,950,523　（� 14.7　）11.0　（� 80.8　）

環 境 衛 生 施 設 799　（� 15.1　）1,089,801,343　（� 23.5　）17.7　（�158.3　）

そ の 他 の 施 設 873　（� 16.5　）1,334,219,122　（� 28.8　）21.6　（�194.3　）

合　　　　　　　計 5,282　（�100.0　）4,633,005,181　（�100.0　）75.1　（　―　）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（  ）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 平成26年度

件 数 91件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 17,904,166円 －　　円

未 払 費 用 －　　円 164,941,136円

合 計 17,904,166円 164,941,136円
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備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
一
〇
六
億
一
、

七
七
八
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・
津

波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、
本
年
度

に
お
い
て
は
、
表
（
４
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

７
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収
入
を

も
っ
て
造
成
）
及
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰
余

金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
三
六
億
五
、
六
〇
三
万
余

円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
三
二
五
億

一
、
七
九
〇
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
十
一
億
三
、

八
一
二
万
余
円
で
あ
る
。

８
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資
と
し

て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表
（
５
）
の
と

お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、
使
用

す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び
自
動
車
に

よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被
る
法
律
上
の
損

害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る
た
め
、
建
物
災
害
共

済
事
業
と
同
様
、地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二（
相

互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事

業
と
し
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に

各
都
道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得

て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に
よ
っ
て
生

ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専
門
員
を
配
置

し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か
り
、
早
期
か
つ
適
正

な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
二
七
億
八
、
三

〇
五
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計
は
、
三
二
億

八
、
〇
三
九
万
余
円
で
、
共
済
金
一
六
億
四
、
八
〇

〇
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費
用
は
、
二
六
億
七
、
三

七
七
万
余
円
と
な
り
、
異
常
危
険
準
備
金
の
繰
入
等

を
行
っ
た
結
果
、
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、

二
億
九
、
八
七
七
万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と
お
り
で

あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、
二
七
億

八
、
三
〇
五
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に
比
し
、
八
五

五
万
余
円
（
〇
・
三
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済
に
お

い
て
は
、
一
〇
九
、
六
六
五
台
で
前
年
度
比
四
八
五

台
（
〇
・
四
％
）
の
減
、
収
入
分
担
金
一
二
億
六
、

七
五
九
万
余
円
で
、前
年
度
比
一
七
八
万
余
円
（
〇
・

一
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い

て
は
対
物
賠
償
共
済
一
一
三
、
九
六
一
台
で
前
年
度

比
三
九
台
（
〇
・
〇
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
一
三
、

七
九
〇
台
で
、
前
年
度
比
一
〇
二
台
（
〇
・
一
％
）

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
収
入
分
担
金
は
対
物
賠
償
共
済

九
億
七
、
三
八
三
万
余
円
で
前
年
度
比
七
二
一
万
余

円
（
〇
・
七
％
）
の
増
、
対
人
賠
償
共
済
は
五
億
四
、

一
六
二
万
余
円
で
、
前
年
度
比
四
三
万
余
円
（
〇
・

一
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
（
７
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
五
五
三
件
、
前
年

度
比
一
七
一
件
の
増
、
対
物
賠
償
共
済
は
二
、
〇
二

三
件
、
前
年
度
比
八
二
件
の
減
、
対
人
賠
償
共
済
は

一
三
二
件
で
前
年
度
比
二
八
件
減
少
し
た
。

ま
た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、
車

両
共
済
が
七・
七
％
増
加
、対
物
賠
償
共
済
は
一・三
％

増
加
、
対
人
賠
償
共
済
は
一
五
・
三
％
減
少
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を
概
算
見

積
り
の
上
、
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
八
七
〇
件
、

二
億
九
、
九
九
六
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
四
四
億
五
、

二
八
八
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収
入
を

も
っ
て
造
成
）
お
よ
び
運
営
準
備
積
立
金
（
事
業
剰

余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
二
五
億
二
、
六
〇
七

万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金
積
立
金
四
六

億
六
、
〇
九
〇
万
余
円
、
運
営
準
備
積
立
金
七
八
億

六
、
五
一
六
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成20年度 99件 1,879,300千円 1,600,446千円 278,854千円

平成21年度 82件 1,633,900千円 1,123,404千円 510,496千円

平成22年度 81件 1,674,900千円 930,384千円 744,516千円

平成23年度 88件 1,957,200千円 723,280千円 1,233,920千円

平成24年度 82件 1,631,000千円 300.286千円 1,330,714千円

平成25年度 71件 1,515,700千円 0千円 1,515,700千円

平成26年度 66件 945,600千円 0千円 945,600千円

合　　　計 569件 11,237,600千円 4,677,800千円 6,559,800千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
26
年
度

台　　 数 109,665台 113,961台 113,790台 337,416台

収入分担金 1,267,598,980円 973,833,320円 541,621,340円 2,783,053,640円
平
成
25
年
度

台 数 110,150台 113,922台 113,688台 337,760台

収入分担金 1,265,817,610円 966,620,620円 542,058,850円 2,774,497,080円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 △485台 39台 102台 △344台
（△0.4％） （0.0％） （0.1％） （△0.1％）

収入分担金 1,781,370円 7,212,700円 △437,510円 8,556,560円
（0.1％） （0.7％） （△0.1％） （0.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車 両 共 済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
26
年
度

件 数 7,553件 2,023件 132件 9,708件

支払共済金 1,237,350,432円 364,421,547円 46,232,736円 1,648,004,715円

損 害 率 （97.6％） （37.4％） （8.5％） （59.2％）

平
成
25
年
度

件 数 7,382件 2,105件 160件 9,647件

支払共済金 1,137,955,139円 348,659,037円 129,069,097円 1,615,683,273円

損 害 率 （89.9％） （36.1％） （23.8％） （58.2％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 171件 △82件 △28件 61件

支払共済金 99,395,293円 15,762,510円 △82,836,361円 32,321,442円

損 害 率 （7.7％） （1.3％） （△15.3％） （1.0％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　△印は減を示す。
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
４
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
４

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ

く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
9
9
4
人
（
0
・

6
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
１
、

７
７
６
件
（
2
・
0
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
1
、
9
1
2
万
余
円
（
1
・
5
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
2
5
2
件
（
0
・
9
％
）
の
増
と
な

り
、
共
済
掛
金
は
前
年
度
比
5
1
8
万
余
円
の
増
と

な
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

２
、
５
６
８
台
（
1
・
3
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
は
8
、
5
9
7
万
余
円
（
1
・
6
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
71
件
（
13
・
8
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金

合
計
に
お
い
て
も
7
、0
1
2
万
余
円
（
20
・
1
％
）

の
減
と
な
っ
た
。
ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の

給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
26
件
（
16
・
6
％
）
の

増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
に
お
い
て
は
1
、
8
9
2

万
余
円
（
11
・
2
％
）
の
減
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
49

件
に
比
し
34
件
、
災
害
見
舞
金
に
し
て
6
9
9
万
余

円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

５８

４
件
（
7
・
9
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
金
合

計
に
お
い
て
も
2
、
71

9
万
余
円
（
1
・
4
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
が
26
・

８
％
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
17
％
、
自
動
車
共
済

は
25
・
2
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
六
年
度

表 ３　平成26年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余 2,164,327
２ 当期処分額 1,840,767

事業の利用分量に応ずる割戻金 1,699,025
地震等災害見舞金積立金 141,742

３ 次年度繰越剰余金 323,560

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成26年度 172,246人 16,623,458口 1,662,345,810円
平成25年度 173,240　 16,681,738　 1,668,173,800　
比 較 増 減 △ 994　 △ 58,280　 △ 5,827,990　
増 減 率 △ 0.6％ △ 0.3％ △ 0.3％
平成24年度 174,647　 16,841,305　 1,684,130,520　
平成23年度 174,312　 16,989,420　 1,698,942,080　

（注）△印は減を示す。
　　 �出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

637,610円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成26年度 88,130件 20,762,262口 1,247,027,140円
平 成25年 度 89,906　 21,087,571　 1,266,154,850　
比 較 増 減 △ 1,776　 △ 325,309　 △ 19,127,710　
増 減 率 △ 2.0％ △ 1.5％ △ 1.5％
平 成24年 度 92,114　 21,518,202　 1,292,727,100　
平 成23年 度 94,669　 22,012,832　 1,317,079,880　

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成26年度 28,672件 6,672,508口 334,089,920円
平成25年度 28,420　 6,570,277　 328,905,780　
比 較 増 減 252　 102,231　 5,184,140　
増 減 率 0.9％ 1.6％ 1.6％
平成24年度 27,946　 6,392,466　 320,308,650　
平成23年度 27,841　 6,311,484　 315,306,480　

（注）△印は減を示す。

表 １　貸借対照表
平成27年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

１ 流動資産 25,640,056 
預金 4,992,339 
有価証券 19,113,968 
その他 1,533,749 

２ 固定資産 2,198,667 
合　　計 27,838,724 

負
債
・
純
資
産

１ 共済契約準備金 13,688,355 
支払備金 1,883,893 
責任準備金 11,804,462 

２ 流動負債 102,332 
負 債 計 13,790,688 

１ 出資金 1,661,708 
２ 法定準備金 7,026,852 
３ 地震等災害見舞金積立金 3,195,147 
４ 当期未処分剰余金 2,164,327 
 （うち当期剰余金） （1,935,953）

純資産計 14,048,036 
合　　計 27,838,724 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 ２　損益計算書
平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

１ 共済掛金 6,771,699 
２ 共済契約準備金戻入 6,017,954 

支払備金戻入 1,769,359 
責任準備金戻入 4,248,595 

３ 資産運用収益 267,098 
４ 事務手数料収入 19,217 
５ 雑収入 10,095 

合　　計 13,086,064 

支
出

１ 支払共済金 2,297,115 
２ 見舞金等 8,541 
３ 管理費及び諸経費 2,507,500 
４ 共済契約準備金繰入 6,289,450 

支払備金繰入 1,883,893 
責任準備金繰入 4,405,557 

５ 資産運用費用 30,982 
合　　計 11,133,589 

経常剰余金 1,952,475 
法人税等 65,989 
法人税等調整額 △ 49,468
当期剰余金 1,935,953 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。
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表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 26 年 度 194,592台 5,190,582,000円
平 成 25 年 度 197,160　 5,276,626,240　
比 較 増 減 △ 2,568　 △ 86,044,240　
増 減 率 △ 1.3％ △ 1.6％
平 成 24 年 度 199,490　 5,365,426,000　
平 成 23 年 度 202,461　 5,449,750,800　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 26 年 度 584件 242,482,516円 589件 29,969,526円 141件 5,993,554円 2件 800,000円 279,245,596円 22.4％
平 成 25 年 度 513　 307,094,317　 515　 33,897,812　 161　 7,408,900　 3　 965,079　 349,366,108　 27.6　
比 較 増 減 71　 △ 64,611,801　 74　 △ 3,928,286　 △ 20　 △ 1,415,346　 △ 1　 △ 165,079　 △ 70,120,512　 △ 5.2　
増 減 率 13.8％ △ 21.0％ 14.4％ △ 11.6％ △ 12.4％ △ 19.1％ △ 33.3％ △ 17.1％ △ 20.1％ －　
平 成 24 年 度 620　 438,222,088　 622　 41,554,470　 221　 8,812,279　 1　 58,000　 488,646,837　 37.8　
平 成 23 年 度 502　 337,228,561　 503　 34,822,007　 174　 9,496,316　 3　 778,000　 382,324,884　 29.0　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 26 年 度 183件 128,939,639円 185件 19,601,330円 37件 981,430円 149,522,399円 44.8％
平 成 25 年 度 157　 144,717,807　 157　 22,090,892　 58　 1,639,717　 168,448,416　 51.2　
比 較 増 減 26　 △ 15,778,168　 28　 △ 2,489,562　 △ 21　 △ 658,287　 △ 18,926,017　 △ 6.4　
増 減 率 16.6％ △ 10.9％ 17.8％ △ 11.3％ △ 36.2％ △ 40.1％ △ 11.2％ －　
平 成 24 年 度 187　 170,477,736　 188　 24,688,093　 89　 5,511,103　 200,676,932　 62.7　
平 成 23 年 度 152　 241,646,213　 153　 32,475,047　 56　 2,436,787　 276,558,047　 87.7　

（注）△印は減を示す。

表10　見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平 成 26 年 度 34件 6,991,000円 205,618円
平 成 25 年 度 49　 13,487,000　 275,245　
比 較 増 減 △ 15　 △ 6,496,000　 △ 69,627　
増 減 率 △ 30.6％ △ 48.2％ △ 25.3％
平 成 24 年 度 203　 40,749,000　 200,733　
平 成 23 年 度 2,348　 1,043,765,500　 444,533　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 共 済 金 件　数 共 済 金 件　数 共 済 金
平 成 26 年 度 6,248件 1,357,336,979円 706件 511,010,069円 6,954件 1,868,347,048円 36.0％
平 成 25 年 度 6,685　 1,392,966,153　 707　 502,571,012　 7,392　 1,895,537,165　 35.9　
比 較 増 減 △ 437　 △ 35,629,174　 △ 1　 8,439,057　 △ 438　 △ 27,190,117　 0.1　
増 減 率 △ 6.5％ △ 2.6％ △ 0.1％ 1.7％ △ 5.9％ △ 1.4％ －　
平 成 24 年 度 6,964　 1,423,079,186　 743　 761,640,186　 7,707　 2,184,719,372　 40.7　
平 成 23 年 度 7,146　 1,421,802,234　 737　 587,982,368　 7,883　 2,009,784,602　 36.9　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　　額 件　数 金　　額 金　額 金　　額

平 成 26 年 度 35件 1,050,000円 5件 500,000円 40件 1,550,000円
平 成 25 年 度 43　 1,290,000　 7　 700,000　 50　 1,990,000　
比 較 増 減 △ 8　 △ 240,000　 △ 2　 △ 200,000　 △ 10　 △ 440,000　
増   減   率 △ 18.6％ △ 18.6％ △ 28.6％ △ 28.6％ △ 20.0％ △ 22.1％
平 成 24 年 度 41　 1,230,000　 5　 500,000　 46　 1,730,000　
平 成 23 年 度 34　 1,020,000　 6　 600,000　 40　 1,620,000　

（注）△印は減を示す。



　

青
森
県
町
村
会
は
6
月
18
日
の
臨
時
総
会

で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
6
月
19
日
就
任
）

青
森
県
町
村
会
長

上か
み

北き
た

郡
六ろ
く
の
へ戸
町
長
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吉よ
し

田だ

　
　
豊
ゆ
た
か
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昭
和
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年
３
月
28
日
生

【
住
所
】
上
北
郡
六
戸
町
大
字
下
吉
田
字
米

沢
8
番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
６
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和

62
年
5
月
六
戸
町
議
会
議
員
▽
平
成
7
年
5

月
六
戸
町
議
会
副
議
長
▽
平
成
7
年
8
月
六

戸
町
議
会
議
長
▽
平
成
8
年
1
月
六
戸
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
15
年
6
月

青
森
県
町
村
会
土
木
商
工
委
員
会
委
員
長
▽

平
成
18
年
3
月
上
北
郡
町
村
会
会
長
▽
平
成

19
年
6
月
青
森
県
町
村
会
監
事
▽
平
成
21
年

6
月
青
森
県
町
村
会
副
会
長
▽
平
成
26
年
8

月
青
森
県
町
村
会
副
会
長
▽
平
成
27
年
4
月

青
森
県
町
村
会
会
長
職
務
代
理
者

【
主
な
業
績
】
▽
定
住
促
進
新
築
住
宅
建
設

補
助
事
業
、
若
者
定
住
支
援
事
業
▽
子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
、
小
・
中
学
校
耐
震
化
事

業
▽
全
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
、
ふ
れ

あ
い
の
郷
づ
く
り
事
業
▽
七
百
中
学
校
建
替

事
業
、
開
知
小
学
校
建
替
事
業
▽
財
務
会
計

電
子
決
裁
導
入
、
電
子
投
票
導
入　

【
趣
味
】
庭
管
理

【
家
族
）
妻

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

北
海
道
町
村
会
は
５
月
28
日
の
定
期
総
会

で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
５
月
28
日
就
任
）

北
海
道
町
村
会
長

白し
ら

糠ぬ
か

郡
白し
ら

糠ぬ
か

町
長

�
棚た
な

野の

　
孝た
か

夫お

�

昭
和
24
年
11
月
14
日
生

【
住
所
】
白
糠
郡
白
糠
町
庶
路
基
線
５
番
地
62

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
５
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
45
年
４
月
釧
路
日
産
自
動
車
（
株
）
▽
昭

和
53
年
12
月
（
有
）
棚
野
商
会
▽
昭
和
58
年

５
月
白
糠
町
議
会
議
員
▽
平
成
元
年
３
月

（
有
）
棚
野
商
会
代
表
取
締
役
▽
平
成
８
年

６
月
白
糠
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
16
年
５
月

北
海
道
町
村
会
理
事
▽
平
成
18
年
11
月
北
海

道
町
村
会
常
任
理
事
▽
平
成
21
年
４
月
北
海

道
町
村
会
副
会
長
▽
平
成
23
年
５
月
北
海
道

町
村
会
理
事

【
主
な
業
績
】
▽
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
完

成
▽
公
共
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備

▽
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
▽
小
中
学
校
校

舎
改
築
▽
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
▽
防
災
機

能
を
有
し
た
小
中
学
校
及
び
認
定
こ
ど
も
園

新
設
▽
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
▽
小

中
高
一
貫
教
育
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及

び
町
立
国
民
健
康
保
険
診
療
所
の
公
設
民
営

化
▽
生
き
活
き
外
出
支
援
補
助
事
業
（
タ
ク

シ
ー
運
賃
補
助
）
▽
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
認
定
「
し
ら
ぬ
か
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
イ
ン

チ
ャ
ロ
」
完
成
▽
北
海
道
立
広
域
公
園
の
推

進
▽
太
陽
の
ま
ち
定
住
奨
励
助
成
事
業
▽
家

畜
環
境
対
策（
異
臭
対
策
）▽
企
業
誘
致（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
施
設
）
▽
ふ
る
さ
と
エ
コ
＆
ク
リ
ー
ン

し
ら
ぬ
か
▽
自
衛
隊
の
活
用
に
よ
る
エ
ゾ
シ

カ
捕
獲
事
業
▽
地
震
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
作
成
▽
海
岸
防
災
林
整
備
▽
防
災
行
政
無

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
▽
ヤ
ナ
ギ
１
０
０
ha

栽
培
作
戦
in
し
ら
ぬ
か
事
業
▽
し
そ
栽
培
事

業
▽
産
業
用
大
麻
（
ヘ
ン
プ
）
の
事
業

【
趣
味
】
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻
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◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　
７
月
27
日
付
の
町
村
週
報
に
つ
き
ま

し
て
は
、
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。第
２
９
２
８
号
は
８
月
３
日
付
の
発

行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

佐
賀
県
町
村
会
は
５
月
７
日
の
臨
時
総
会

で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

　
（
5
月
28
日
就
任
）

佐
賀
県
町
村
会
長

三み

養や

基き

郡
み
や
き
町
長

�

末す
え
や
す安

　
伸の
ぶ
ゆ
き之

�

昭
和
31
年
７
月
20
日
生

【
住
所
】
三
養
基
郡
み
や
き
町
大
字
蓑
原

４
２
３
０

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
6
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
54
年
３
月
社
会
法
人
野
菊
の
里
▽
平
成
3

年
4
月
中
原
町
議
会
議
員
▽
平
成
5
年
12
月

中
原
町
長
▽
平
成
17
年
４
月
み
や
き
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
17
年
４
月

三
養
基
郡
町
村
会
会
長
▽
平
成
18
年
４
月
佐

賀
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
る
新
婚

世
帯
・
子
育
て
支
援
住
宅
建
設
▽
子
ど
も
の

い
じ
め
・
体
罰
等
の
防
止
条
例
制
定
▽
義
務

教
育
施
設
整
備
事
業
（
普
通
教
室
へ
の
電
子

黒
板
設
置
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
置
）
▽
児
童
館

建
設
▽
官
民
連
携
に
よ
る
産
前･

産
後
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
推
進

【
趣
味
】
囲
碁
・
ス
ポ
ー
ツ

【
家
族
】
母
・
妻
・
子
・
孫

　

愛
知
県
町
村
会
は
6
月
12
日
の
理
事
会
で

次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

　
（
6
月
17
日
就
任
）

愛
知
県
町
村
会
長

海あ

部ま

郡
飛と
び

島し
ま

村
長

�
久く

野の

　
時と
き

男お

�

昭
和
22
年
5
月
5
日
生

宅
地
開
発
▽
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
リ
オ
ビ
ス
タ

市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
▽
18
歳
の
年
度
末
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
▽
児
童
養
育
奨
励
事
業

▽
長
寿
奉
祝
金
支
給
事
業
▽
高
齢
者
等
支
援

事
業
▽
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
▽
大
宝
排
水
機
場

保
存
館
の
整
備
▽
飛
島
バ
ス
運
行
整
備

【
趣
味
】
読
書
、
写
真

【
家
族
】
妻
、
長
男
夫
婦
、
孫

【
住
所
】
海
部
郡
飛
島
村
竹
之
郷
一
丁
目
99

番
地

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
４
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭
和

42
年
飛
島
村
役
場
▽
昭
和
55
年
社
会
教
育
課

長
兼
公
民
館
長
▽
昭
和
57
年
教
育
委
員
会
事

務
局
長
▽
平
成
7
年
税
務
課
長
▽
平
成
8
年

議
会
事
務
局
長
▽
平
成
12
年
4
月
飛
島
村
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
17
年
愛
知

県
町
村
会
監
事
▽
平
成
19
年
愛
知
県
町
村
会

副
会
長
▽
平
成
21
年
愛
知
県
町
村
会
理
事

【
主
な
業
績
】
▽
飛
島
村
小
中
一
貫
教
育
校

飛
島
学
園
建
設
開
校
▽
飛
島
村
ふ
れ
あ
い
の

郷
建
設
▽
津
波
避
難
施
設
の
建
設
▽
新
規
住

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、全
国
町
村
会

広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、折
り

返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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鳥
取
県
町
村
会
は
６
月
30
日
の
総
会
で
次

の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

�

（
７
月
１
日
就
任
）

鳥
取
県
町
村
会
長

八や

頭ず

郡
若わ
か

桜さ

町
長

�

小こ
ば
や
し林

　
昌し
ょ
う
じ司

�
昭
和
20
年
３
月
16
日
生

【
住
所
】
八
頭
郡
若
桜
町
屋
堂
羅
２
０
３
番
地
１

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】
▽
昭

和
38
年
４
月
若
桜
町
職
員
▽
平
成
12
年
10
月

若
桜
町
教
育
長
▽
平
成
18
年
２
月
若
桜
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
23
年
鳥
取

県
東
部
町
長
会
会
長
▽
同
年
鳥
取
県
町
村
会

副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
小
中
一
貫
教
育
校
「
若
桜

学
園
」
開
校
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
▽
給

食
費
半
額
助
成
▽
こ
ど
も
園
開
園
▽
保
育
料

無
償
化
▽
高
校
生
定
期
代
助
成
▽
「
若
桜
鉄

道
」
公
有
民
営
上
下
分
離
方
式
導
入
▽
道
の

駅
建
設
▽
鹿
猪
等
解
体
処
理
施
設
建
設
▽
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
る
公
共
施
設
冷
暖

房
化
▽
光
フ
ァ
イ
バ
ー
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
▽
お
た
め
し
住
宅
・
若
者
向
け
住
宅
建

設
▽
韓
国
平
昌
郡
と
の
交
流

【
趣
味
】
読
書
、
散
策

【
家
族
】
妻
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ご当地キャラじまん

　
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕

生
し
た
、
ゆ
ず
の
妖
精
の
男
の
子
。「
茂
木
町

を
世
界
の
人
に
知
ら
し
め
る
」
こ
と
を
野
望
と

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
姿
か
た
ち
か
ら
、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
？
」
と

よ
く
間
違
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ゆ
ず
の

木
で
の
ん
び
り
昼
寝
を
し
て
い
た
ら
、
収
穫
さ

れ
、
絞
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
の
体
型
で
、

本
人
は
「
ス
タ
イ
ル
が
良
く
な
っ
て
ラ
ッ

キ
ー
！
」
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
道
の
駅
」
と
し
て
は
、
栃
木
県
内
第
１
号

の
「
道
の
駅
も
て
ぎ
」
や
真
岡
鐵
道
茂
木
駅
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
現
れ
て
、
町
民
や
観
光

客
の
み
な
さ
ん
と
交
流
し
て
い
ま
す
。
ゆ
ず
を

始
め
と
し
た
、
町
特
産
品
の
い
ち
ご
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
え
ご
ま
、
そ
ば
、
お
米
な
ど
の
P
R

の
ほ
か
、「
ゆ
ず
も
音
頭
」や「
ゆ
ず
も
体
操
」で
、

健
康
増
進
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
1
0
0
年
以
上
も
昔
、
大
芝
高
原
の
植
林
が

き
っ
か
け
で
、
植
物
や
動
物
を
大
切
に
し
、
村

の
発
展
を
願
っ
た
村
民
た
ち
。
そ
の
想
い
か
ら

生
ま
れ
た
ア
カ
マ
ツ
の
妖
精
が
姿
と
な
っ
て
現

れ
た
の
が
、「
ま
っ
く
ん
」
で
す
。
い
つ
も
明
る

く
元
気
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
子
ど
も
が
大
好

き
。
と
う
も
ろ
こ
し
に
よ
く
間
違
え
ら
れ
ま
す

が
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り
が
モ
チ
ー
フ
な
の
で
す
。

　
誕
生
時
は
、
大
芝
高
原
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
し
た
が
、の
ち
に
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
な
り
ま
し
た
。

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
®
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
認
定
の

「
大
芝
高
原
み
ん
な
の
森
」
に
す
ん
で
い
て
、
大

芝
高
原
温
泉
に
入
る
こ
と
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

趣
味
。
好
物
の
大
芝
高
原
味
工
房
の
ジ
ェ
ラ
ー

ト
の
ほ
か
、
わ
さ
び
、
行
者
に
ん
に
く
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
特
産
品
を
P
R
し
た
り
、
小

学
校
や
保
育
園
な
ど
に
出
か
け
、
子
ど
も
た
ち

と
の
ふ
れ
あ
い
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
村
合
併
60
周
年
の
節
目
に
、
全
国
に
公
募

し
て
誕
生
し
た
「
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
お
米
の

妖
精
」
と
い
う
設
定
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
癒
し

系
キ
ャ
ラ
で
、「
う
ふ
ふ
ふ
」
と
よ
く
笑
う
、
お

お
ら
か
な
性
格
の
「
新
米
か
あ
さ
ん
」
で
す
。

　
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ

た
た
め
、「
あ
ん
だ
や
あ
ん
だ
や
（
あ
ら
あ
ら
、

ど
う
し
た
の
）」
や
「
お
あ
が
ん
な
さ
い
ま
し
」

と
い
っ
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
多
古
こ
と
ば
」

を
使
っ
た
り
、
町
の
歴
史
や
偉
人
、
農
産
物
の

こ
と
な
ど
に
と
て
も
詳
し
い
と
か
。
そ
ん
な
知

識
の
深
さ
と
人
な
つ
っ
こ
く
て
、
誰
と
で
も
す

ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
性
格
か
ら
、
町
の
魅
力
を

町
内
外
に
発
信
す
る
大
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
「
た
こ
る
ん
ぱ
」

を
活
用
し
て
、「
あ
じ
さ
い
遊
歩
道
」
な
ど
を

散
歩
し
な
が
ら
、
常
に
町
の
魅
力
を
探
求
し
て

い
ま
す
。
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11月23日生まれ。
優しくてのんびり
で、おっちょこちょ
いだけどがんばり屋
さん。特技は、軽ト
ラックを運転して、
「おいしいもの」を
探すこと。twitter
で情報発信中。

4
月
1
日
生
ま
れ
。
ず
う
ー
っ
と
新
米
か
あ
さ
ん

な
の
で
、
年
齢
は
ひ
み
つ
。
多
古
米
が
好
き
で
、

特
に
ヤ
マ
ト
イ
モ
の
と
ろ
ろ
ご
は
ん
と
お
寿
司
が

大
好
物
。米
づ
く
り
農
家
の
夫
と
子
ど
も
が
い
る
。

1994年生まれ。EXILEのMAKIDAIさんに
教わった「まっくんターン」が得意。過去
に「ゆるキャラ®グランプリ」で全国最下
位だったこともあるが、今はブロガーとし
ても活躍中。

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

今回は、関東・甲信越エリアからピックアップ。
※今回紹介するご当地キャラは、9月に開催される「町イチ！村イチ！2015」に参加予定です。

ご当地キャラじまん

8　平成27年 0 月00日

町村
特産品だけじゃない！

文化・歴史を身にまとって観光大使 !!
栃木県茂

もて

木
ぎ

町
まち

千葉県多
た

古
こ

町
まち

長野県南
みなみ

箕
みの

輪
わ

村
むら

Vol.2

関
東
・
甲
信
越

栃
木
県
茂も

て

木ぎ

町ま
ち

千
葉
県
多た

古こ

町ま
ち

長
野
県
南み

な
み

箕み
の

輪わ

村む
ら

次
回
は
、
中
部
・
近
畿
エ
リ
ア
を
ご
紹
介
し
ま
す

も
て
ぎ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

多
古
の
新
米
か
あ
さ
ん

ア
カ
マ
ツ
の
妖
精

ゆ
ず
も

ふ
っ
く
ら
た
ま
こ

ま
っ
く
ん

エ
リ
ア

ご当地キャラじまんvol.2.indd   8 15/07/08   16:37
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随 想
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随 想
　

私
の
家
は
代
々
農
家
で
す
。
当
町
は
、

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
富
岡
製
糸
場
に

も
近
く
、
大
変
養
蚕
が
盛
ん
で
し
た
。
我

が
家
も
蚕
が
始
ま
る
と
、
台
所
と
寝
る
所

を
残
し
、
全
て
の
建
物
が
蚕
室
に
な
り
ま

す
。

　

私
の
記
憶
で
は
埼
玉
県
で
収
繭
量
が
十

本
の
指
に
入
る
程
の
農
家
だ
っ
た
よ
う

で
、
か
い
こ
あ
げ
（
蚕
を
繭
を
つ
く
る
場

所
に
移
す
作
業
）
に
は
近
所
の
お
ば
ち
ゃ

ん
十
数
人
が
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
、
あ
っ

と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
程
度
の
農
業
収
入
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
、物
心
つ
い
た
頃
に
は
父
か
ら「
農

家
は
い
い
ぞ
、
大
き
く
な
っ
た
ら
農
業
を

や
れ
！
」
と
洗
脳
さ
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

　

迷
う
こ
と
な
く
農
業
高
校
へ
進
学
、
と

こ
ろ
が
、
輸
入
生
糸
増
で
価
格
は
下
落
。

父
は
農
協
の
常
勤
理
事
に
な
り
、
ま
ず
は

考
え
る
時
間
が
欲
し
く
て
推
薦
で
入
れ
た

農
業
系
短
大
へ
進
学
、
卒
業
す
る
頃
に
は

養
蚕
で
は
先
が
見
え
ず
、
４
年
制
学
部
へ

編
入
、
さ
ら
に
先
が
見
え
な
く
な
っ
て
卒

業
時
は
就
職
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

美
里
町
は
、
埼
玉
県
の
県
北
、
群
馬
県

に
近
い
田
園
の
広
が
る
農
村
で
す
。
早
く

か
ら
農
地
の
区
画
整
理
に
着
手
し
、
ほ
ぼ

全
域
が
農
業
振
興
地
域
で
す
。
昭
和
40
年

代
の
養
蚕
ピ
ー
ク
時
は
農
地
の
七
割
弱
が

桑
園
で
し
た
。
冬
期
は
近
隣
市
へ
の
建
設

や
工
場
へ
の
出
稼
ぎ
、
春
か
ら
秋
は
養
蚕

と
い
う
農
家
が
多
く
、
養
蚕
衰
退
後
は
、

施
設
栽
培
へ
の
移
行
も
う
ま
く
い
か
ず
会

社
勤
め
が
多
く
な
り
、
専
業
農
家
は
激
減

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
に
入
り
、
耕
作
放
棄
地
と
化
し
た

桑
園
を
転
換
す
べ
く
、果
樹
、特
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
を
町
が
農
家
負
担
な
し
で
強
力
に

推
奨
し
、
植
栽
面
積
で
は
日
本
一
と
な
り

ま
し
た
。

　

話
を
元
に
戻
し
ま
す
。
私
の
就
職
後
数

年
で
父
も
農
協
を
辞
め
て
農
業
に
従
事
、

繁
殖
和
牛
、
露
地
野
菜
、
米
麦
と
年
間
を

通
じ
て
働
い
て
い
る
割
に
は
所
得
が
少
な

い
。
私
も
事
情
が
あ
っ
て
勤
め
を
辞
め
、

認
定
農
業
者
と
し
て
数
年
間
従
事
し
ま
し

た
が
、
単
価
の
高
い
も
の
を
年
間
を
通
じ

て
生
産
す
る
か
、効
率
的
な
大
規
模
経
営
、

ま
た
は
そ
の
両
方
で
な
い
と
安
定
経
営
は

望
め
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

町
長
の
目
で
見
る
と
、
土
地
利
用
型
農

業
な
ら
大
規
模
だ
し
、
集
約
型
な
ら
施
設

利
用
で
す
。
し
か
し
、
条
件
の
悪
い
丘
陵

地
や
山
間
周
辺
部
の
農
地
は
使
わ
れ
ず
、

里
山
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理
に
ま
で
目

が
届
か
な
い
。
大
規
模
効
率
重
視
の
経
営

だ
け
で
は
、
集
落
と
し
て
の
農
村
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

農
村
が
守
っ
て
き
た
山
河
や
農
地
は
効

率
で
は
持
続
で
き
な
い
、
人
が
丹
精
込
め

て
守
る
べ
き
遺
産
で
あ
り
文
化
で
す
。
こ

の
遺
産
を
ど
う
守
り
、
次
の
代
に
引
き
継

ぐ
か
が
、
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
町
村
会
で
提
唱
し
た
田
園
回
帰

は
、
効
率
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
人
が
生
活
す

る
場
と
し
て
の
農
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
掲

げ
、
大
変
心
強
く
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
し
た
団
塊
世
代
や
働
き
盛
り
の

町
内
外
の
人
が
、
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ
を

求
め
て
農
村
に
関
わ
る
こ
と
で
、
人
も
地

域
も
元
気
に
な
っ
て
守
ら
れ
る
な
ら
ば
、

一
石
三
鳥
に
も
四
鳥
に
も
な
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
団
塊
世
代
が
続
々
と
退
職
し

て
地
域
に
関
わ
る
方
々
が
増
え
て
い
ま

す
。
団
塊
世
代
は
世
の
中
の
流
行
や
思
考

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
前
例
を
覆
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
持
っ
た
世
代
で
す
。
一
旦
、
お
金

を
か
け
ず
と
も
田
舎
が
楽
し
め
る
こ
と
、

田
舎
の
良
さ
に
火
が
付
け
ば
、
多
く
の
人

た
ち
が
楽
し
ん
で
田
舎
と
関
わ
る
流
行
が

生
ま
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
極
力
使

わ
な
い
作
物
な
ら
、
健
康
志
向
や
良
い
も

の
を
少
量
食
べ
た
い
と
思
う
高
齢
層
に
好

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
に
出
る
と
い
つ
も
感
じ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

肩
が
ぶ
つ
か
る
ほ
ど
の
人
の
多
さ
に
、

「
毎
日
が
縁
日
だ
！ 

祭
り
は
必
ず
終
わ

る
。我
が
町
な
ら
自
然
や
人
の
絆
を
感
じ
、

人
間
ら
し
い
生
活
が
出
来
る
の
に
！
」
と

心
の
中
で
叫
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

同
時
に
、「
わ
が
町
に
住
み
た
く
な
る

と
思
わ
せ
た
い
！
」
と
決
意
を
新
た
に
し

ま
す
。
諦
め
ず
に
思
う
こ
と
、
思
い
続
け

て
挑
戦
す
る
こ
と
。

　

必
ず
突
破
口
は
あ
る
は
ず
！

　　

第
二
の
人
生
は
農
業
と
決
め
て
い
ま

す
。

　

や
っ
ぱ
り
、
田
舎
は
い
い
ぞ
！

原は
ら

田だ

　
信し

ん

次じ

埼
玉
県
美み

里さ
と

町
長

や
っ
ぱ
り
、
田
舎
は
い
い
ぞ
！
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